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WilIiam　Herschelの製作
　　ぜる天：交器械の研究
　　　　　　　　王立天文學早々員　W．H．スチブンソン
　　弓丈に‘‘Transactions　of　the　Optical　Society　”Vo】．　XXVI．　No．4（Sir　Willia鵬
　Hersche1　Numbe・）の抄課である・侮標題「Willia皿Herschelの製作一td：る天文器械
　の研究」（t原丈にに無きもので，同書の抄丈な本誌に掲載ずる艦裁上諜者の適宜
　附ぜるものであるこ亡か御断りする・
　　惟ふにWi11iam　Hersche1（t自學刻苦，素人にしてよく三門家の璽）5ewtfし一世の
　大家定なつ7こ，吾人同好の士，ま7こ田道より入りて斯學！ど究めんtするもの，誰
　か先生な偲びて感激なき者があらう・二者に同書を一讃するに及んで一入その情
　た深くしj託の興味叢きざる論：文を一人私するに及びす菰に是た抄繹して諸氏亡
　共に旧く此の偉大なろ天丈學者な回想ぜんSするもの，カy’課A一の二三なる・謬
　丈の生硬にして拙劣，その主な傳へて雌の欣び々傷つくるこεの多急な恐れる次
　第である．（淺野俊雄三口）
　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論
　Sir　William　HerschelカK’實地下學の大家こして，殆んさ天文學上に於け
るε同等の名聲を受くべき筈であるのに拘らす，その光學家εしての令名
は或程度まで天文學者εしての繕大なる名聲に塵倒されて蔽はれてしまっ
てみるの感がある．無論，反射望遠鏡の酒色ミその通俗化に於て彼の演じ
た役割は軍に歴史的εも云ってしまふ可きt、のであったかも知れないが・
兎に角も彼は彼以前の何人よりも更に大なる反射鏡の製作に成功し，燧に
一七八九年の初には今日すら大器械ε酷し得るが如き大望遠鏡を製作し，
而して彼自ら是等の力によって爲し急げた観測結果の敷果ありし事等を凡
て如實に示してみる事は十分に明白な事である．然しながらこsに彼の製
作しk光學器械を專門的に一暦詳しく調査するこε（例へば彼が反射鏡を
播り且つ磨くナこめに用ひナこ方法，彼か鏡に與へ得た鏡形の性質，接眼鏡及
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び測良器の精確な光學的並に機械的の構造等の如き）になるε之は今日ま
での如何なる出版物からも多くの明確な知識を得るこミは決して容易なら
ぬ事なのである．これは實際それらの詳細を襲表するこεが彼に直接利害
關係のあっk限り，或程度までHerschelが沈獣を守ったのに因るこミは
疑ないのである，唯吾々は是等が彼にEつて商責上の秘密ミもいふべき性
質のものであっテこ事を記憶し，實際に彼が其の秘密を猫逃し，生活の主要
な手段εして敢て其の技術を世界から喪失せしめん乱しkのを不本意Sし
て彼を非難するこミは出露ない．否々，彼は明かに彼の死ε共に其の経験
をこの世から清滅せしめ様ミは思はなかつナこのである．師ち彼は原稿帳の
形式によって，種々の製法，實験及び匹1十年間の反射鏡製作術の経験の結
果を総括しナこ完全な論文を記載した四班のノートを遺して鬼籍に入ったの
であって，此の貴重な原稿帳は今日，彼の遺した純然ナこる星學上の諸記録
ミ共に王立天文學會の秘藏する所である．他日これらの諸記録を出版する
爲に何等かの方法を講ずるのは至極望ましいこEであるが先づその間に岡
學會評議會に諮り，その中の特に興味あるものを調査するこミは曜に可能
なこミであらう．
　然しながら光學家εしてのHerschelの手腕を推測するに，より出品な
方法は，彼が製作しナこ實物に就て調査するに如くはない．然るに未だ嘗て
斯の如き調査が秩序的な方法で行はれなかったεいふ事は一暦注目すべき
こεである．その理由は此の檬な調査の機會がなかつf二に因るのではない．
何故ならばHerschelは無撒の反射鏡を製作して販濾し，その製作品は欧
洲到る所に到達してみるからである．無論今日では多くはその行衛を尋ぬ
るに術もないが，一方では事實完全に残在してみるのも多くそれらの所在
すらも知られてみるのを少しεしない，恐らく其の中には精密な試験が施
されtものもあらうが不幸吾々は其の性質に就て明確な断定を下しめ得る
が如き何等かの報告の獲表されたのを未だ知らないのである．されば須ら
くこれらの奮い器械に接近し得る人々は，その試験を行ひ，結果を王立天
文虚血に報告さるべきである．さすれば吾人は必ずや最も歴史的興味あり
債値ある知識を獲得し得るであらう．
　斯の様な望は餓りに大に過るかも知れないが，少くEもHerschelの製
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作した望遠鏡の現存するもの』絡撒調査表ミもいふべきものを編纂する位
の事はなし置くべきであらう．さもなければ今日遺ってみるものまでも既
に過去百五十年間に多くのものが失はれた如く一個一個ξ二丁に喪失する
こεを憂慮しなければならない．私が恰好な端緒を開く爲に努力したのも
まナこ此の問題にある．私はHerschel家の厚意に依り此の事業を始めるに
最も望ましいSする出登鮎を得ナこ．郎ち此の大天文家の永眠した當時彼が
所有してみた諸器械を提供せられたのである．是等の器械は昔時Herschel
がその業績の大部分をなし，叉現在民謡の孫娘が二入居住してみるスロー
のその奮い家に依然εして保存されてみるのである．其の家で私は一九二
四年の夏山の遣晶を鳥山し同時に其の二二百五十個日及び種々な器械の叙
述的目録を編纂するの特典を附與せられたのであった．
　今これから私がその純然たる光學的性質のものに就て簡輩な報告をする
のは興味あるこEであらうE思ふ．それらは既に記せる如く（1）有名な四
十吠望遠鏡の反射鏡（2）二十吠望遠鏡の反射鏡（3）多藪の小反射鏡（4）種々
な大きさの南面鏡（5）雨戸製及び大製マウントの接眼鏡及び（6）完全に組立
てナこ七沢望遠鏡である．
　　　　　　　　　1・四十眠望蓮鏡の反射鏡
　嚴格に言へば此の最も興味ある遺品はより正確に此の四十眠望遠鏡の辰
射鏡の中のtl　s・一個親存せるものであるE書かる温きであらう．其の理由
は元は直径四十八吋焦黙距離四十吠の鏡が二個あったからである．最初の
鏡は一一t・XE年に購されナ・艀さが鋤罐かつte（約・÷吋であっf・）
が爲に望違鏡の筒に取附けたミき完全な鏡形を保つこεが出來なかっナこ，
然しこの第一の鏡は一七八九年に之より厚い第二の鏡が完成されるまでは
使用されてるた．其の後は全然ミは云へないかも知れないが殆んで使用さ
れなかっナご様子である．所で大攣に奇怪な事には最近此の薄：い鏡が一八六
〇年代には存在してみたのに拘らす現在は何所に在るのかその所在が知れ
ない事である．此の鏡が破壊されたミいふのは事實でないらしく，恐らく
このスP一の天文墓の庭園の何所かへ其のまs埋め込むか叉は地中で煉瓦
で塞ぎ．込んでしまつkものミ考へられる．
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　それ故に現在保存されてみるのは第二に弓造された良い方の鏡である．
厚さは・卸重量は約19・…あり・元嚇二心製の灘の・・レに嵌
め天文肇の表廣間の壁に立て掛け石壁へ打ち込んだ頑丈な梁で下より之を
支へ，叉天井の迫持から下げナこ二三をセルに引掛け鏡が前方で倒れるのを
防がれてある．鏡の背面はよく見るを得ないが鏡の各部の厚さを大艦同じ
にする爲少しく凸面に作られてある様に思はれる．これは多分鏡面の二曲
を防ぎ温度二化の影響を減する積りで斯くなされたものであらう。
　反射面｛a一一一八〇九年に磨いて以來何等十分な保護をせす大氣に曝された
まNであっナこ爲に非常に悪くなってみる．三際は表面の三色は旧く僅かで
その表面の冴えないのは主により大なる他の原因，帥ち微小な二二が全面
に鑛がつてみるのに嫁るのである．爾其の上に明るい光線で見るSきにの
み不思議な規則的の斑瓢を認める．それは恰も窓三子に霜を結んだεきか
叉は新しい亜鉛引瓦板の斑晶に類似するもので之は明かに鏡を構成する合
金に及ぼせる大氣の化學作用に基くものである，斯の様な鋏黙あるにも拘
らす未だ幾分の光澤は有り相當な明るさの物艦は極めて明瞭に反射されナこ．
鏡形に減ては勿論この様な制限された場所では如何なる試験も施し得ない
が而しょし如何なる歌謡で試験するにしても現在の磨きでは満足に行ひ得
るか否か恐らく疑問であらう．
　H：erschelが好んで二十吠或は之より小なる望遠鏡を使用し此の四十吠大
望遠鏡を以ては回り重要な仕事をしなかっナこ事はよく知られてみる，此の
事實は吾人をして此の大反射鏡の鮮明力が劣等なものであったのだらうS
いふ想像をなさしめるが然し此の鏡で土星の極めて小なる衛星が此の光度
の強い惑星の直ぐ縁に接近するまで認め得ナこミいふ事實（而も筒鏡が歪み
によってastigmatismを生ぜるに拘らす）からすれば吾入は此の暗示は誤
であっナこε結論しなければならない．如何なる天文家でも不安定な夜，大
口径の望遠鏡で微弱な衛星を観測せんミ：するミき良好なde丘nitionなくし
て輩なる集光力のみでは此の種の試図を啓示するに猫り十分でないεいふ
事は能く知る所である．Herschelが好んで中口径の器械を使用しナこεいふ
事は確に其の取扱の極めて容易であり，視野の廣く，鏡の二つk時に迅速
に磨き直し得るSいふ事宜に因っナこものΣ襟である．此の望遠鏡の回りに
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大きいのに興味惹かれスローの此の大天文家の家には常に非常に多くの人
人が押掛け，それが爲に彼は彼等に霊って天室の輩なる見世物を實地回明
するのみに多くの貴重な時間を室費したに相違ない鮎からしても吾々にす
ら此の：巨大な器械は其の製作者HerSchelにSつて多少厄介物であったも
のε推察し得る。Caroline　Hersche1壌がこの参観者の氏名を（又彼女が人
人の死後記憶してみたものを多撒に）記録せるものが猫保存されてあるが
それは一一・egするに吾々は如何にして彼女の兄が彼のより重要な事業をなす
tめの十分な時間を得てみたかSいふこεに不思議を抱かしめられるので
ある．而も確に彼は斯の如き三態の下に猛巳つ痛ましくも彼の名だたる忍
耐ミ鄭重εに努めたに相違ない．彼は屡此0）様な怪物にも等しい望遠鏡を
造らねばよかつナこミ思ひ迷つナここSであらう．
　　　　　　　　2．二十吠望遠鎭の反射鏡
　此の反射鏡の画面鏡はHerschelが最も多くの重要な業績を残したもの
の一つである．矢張り四十沢望蓮鏡の如く，もS二個の反射鏡を有してみ
て，一一を磨いてみる間は他の一を用ひるεいふ襟に交代に使用されt．其
の一個は喜望峰の王立天文皇に在り，他の一個はオヅクスフオードのドク
リツフ天文皇に在る．双方SもSir　William一人の手で製作されナこもので
ある．然し彼が永眠する二三年前に彼の子息ミ協力して作った第三の鏡が
あって之が今はスローに保存されてみるものである．此の鏡は前記二個ε
同様に，直径18．7吋の整形面ミ約1’5吋の厚さを有してみる，錫の弛いカバ
ーで保護し四角形の木箱に入れられてある，表面の二二は極めて良好であ
る・然も最近一八三七年に磨かれtのみで，他の二個ε共に　Sir　J．F・W・
Herschelが喜望峰で使用してゐtのである．現在の鏡形は全然當時の氏の
磨きに基くものであるこεを記憶されたい．
　一つL二四年五月十四日夜，此の鏡を曲率の中心でFoucaultの方法によ
り試験を行った，温度は縄えす徐々に下降しつsありconditionは鏡を實
地調査する間大罷に相等しいものであっナこ．knife－edgeの試験では全面は
非常に李坦で何等のhng其の他の異常を見ないのであっナこ．然し最初一見
したミころでは著しく過修正であるのが明瞭であった．比較的大きい此の
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鏡の焦鮎化1：13・3に於ては球面からの外れは殆んで判らないものであるの
に實際は焦馳比のすつミ小さく正しく修正された鏡に見るが如き顯著なる
：影を現はしナこのであった．故に鏡形は明かに非常な双曲線で，これはまte
帯試験による激量的方法によっても確誰し得ナこのである．二個の選揮せる
帯のr2／Rの値の理論上の差違は第三の帯を零εして夫々0．077吋ε0．124
吋であって實際には六回測定のZF均値εして0．919吋及び1．292吋を得ナこ．
勿論この様に大なる過修正では精密なる像を作るのは不可能なこざである
が然し焦馳比の大なるこS及び此の二十呪望遠鏡は主に低倍率で星雲星團
の登見ミ調査に使用されたこミを考へれば斯の様に眞の樋物線から著しく
外れてみるこεも大して重大なこSでもない．此の二十沢が最初作られ
た言きは李面鏡が用ひられtc．自ロちNewton式εして組立てられナこが
Herschelは間もなく，より一三の明るさを得んがためにその四鏡を取除い
てしまつナこ．そして小口径望遠鏡の中で之のみ所謂Herschel式が採用さ
れ再び他の式には作り直されなかつナこ．四十沢には猫り最初から前方から
覗くHerschel式が用ひられたのである．
　　　　　　　　3・小口脛反射鏡
　小口径の反射鏡は十二個あり，大部分はぴつナこりε合ふ蓋付の金属箱に
入れられてある）次の第一表はその主要な明細を示すものである．
目雨中
の符號
（A）
（B）
（C）
（D）
（E）
（F）
（G）
（H）
（J）
（K）
鏡野
金属
金扇
金属
硝子
硝子
市子
金屡
金属
田圃
金麗
第 一　　表
構造　整形聯鞭
Gregory式　　　　　　9・O
Gregory式　　　　　　7・05
Gregory式　　　　　　　5。9
Newton式　　　　　　6・5
Newton式　　　　　　8．6
Newton式　　　　　　6．4S
Newton式　　　　　5．O
Gregory式　　　　　　3・u
New亡on式　　　　8・8
Newton式　　　8・85
焦監距離
吠　　　吋????? ?
????
2．5
3．5
9
1．75
3
3．25
6土
6土
1
3．25
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　　（L）　　　解由　　　Newt・n式　　　9・0　　10土
　　（N）　　　　　金驕　　　　　Newton式　　　　　　8。8　　　　　10　　0
　上の一覧表に四個のGregory式用の反射鏡の含まれてみるのは注目すべ
き事であって肥れに嫁ってHerschelが殆んさ中心孔の無い反射鏡を專肥
したこεが判る，εいふのは野際に（B），（C），及び（H）は其の大野の外観
からして，此の大天文思者の製作したものでない事は極めて特写らしいか
らである．但し一方に於て彼が無孔の反射鏡を專用した闘いふ事は明かに
（A）に適合しないが此の（A）はHerschelが“fine。foot　sweeper”ミ堅した
鏡であって必要に鷹じてGregory式ミして使用する爲に中心孔を作って鋸1
たこεを彼は特に記録してみる．他の反射鏡は（G）を除き得るものごして
確にHerschelの所作であって祀れは各々の特殊な箇所を除けば皆彼が其
の反射鏡の大部分に採用した二つの大きさ師ち“門門”及び“十眠”の何れか
に撃って作られてあろこミに依って明かに知られる．前者は常に直管約6．5
吋の整形面を，後者は約8‘8吋の其れを有してみる．
　此の鏡の中で最も興味の有るのは恐らく（D）”（E），（F），及び（L）であらう．
それはHerschelに就て一般に認知されてるないこミ，師ちHerschelが望
遠鏡の反射鏡を製作するに金屡の代りに首尾よく硝子を用ひて成功しナこξ
いふ下野を明かに竹縁立てNみる所にある．（D）及び（E）は裏面に暗黒色
の「びろうミ・」を當てN眞鍮製のセルに入れ太陽観測に用ひられてるナこ．（F）
はH：erschelが其の鏡材に就て“Tassis’compound，　or　white　glass”NS記
した珍無類の注目す可き参考品である．それは普通にランプの笠を作る蛋
白石硝子よりも稽濃厚な白色の帖子で磁器の襟な外観を呈してみて磨は優
秀である．Herschelは此の硝子に干て「實験の結果」これは普通の硝子の二
倍の光：量を反射する」ミ云ってみる．吾人は何を観測する爲に此の鏡を作
ったのか知らないが，彼が製作した光子上の記念品εして大なる慣値を有
する唯一・のものであるε考へる．（L）は未完成の鏡で，磨は縁の方へ行くに
慰平野であ・・慰÷吋の厚味しかなく，之れ姓掛け・・き醐瞭
な像を得るこxSの出來ない位に強い轡曲の徴候を顯はす．回れは多分此の
鏡が僅かに孚ば完成しkのみで操作を中止された理由であったのであら
う．
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　此の他の鏡，（A），（J），（K），及び（N）は鏡金製である．第一の（A）は製作者
のHerschelミ彼の子息ミで盛に使用され，其の後何等カバーで保護せす
大氣中に曝された儘であった爲に著しく曇ってみる．之れに反して（D，（K），
及び（N）は其の歌態極めて良好で之れ等は明かに一度も使用されすして・
Herschelが錫箱に入れて「はんだ」附けしたものである，而して多分彼が永
眠しtc一八二二年に未だ未完成の儘であっfc十吠望遠鏡に使用する積りで
あったものS思はれる．斯くして一九二四年五月に其の箱を開くまで一世
紀以上の聞，大氣に曝すこミを避けられてみた爲に表面の磨は素晴しく美
事な欺態で，何れの鏡にも些の曇りの痕跡すら見出し得なかつナこのであ
る．
　稽慨略であるが，（G），（H），及び（L）を除き他は全部，一九二四年五月に
スV一の地下室で帯試験を行つナこ．其の大部分は温言比の大なる場合に屡
見る如く過修正であっtc．其の中の一二個はknife－edge試験のミきに見ナこ
如く，満足な帯試験が行ひ得なかつt程極めて球面に近いものであっナこ・
而して殆んさ総ての鏡は二三の長焦黙或は短焦鮎の狭い帯に冒されてみた．
これは恐らくHerschelが鏡面を論証線化するEき現代の研磨盤のt・lmm一
．ingを行ふ方法を用ひすしてside－strokeの方法を用ひナこに由湿するのであ
らう．
　概して鏡形は皆可なり良好な標準にまで達してみるS云ひ得るであらう．
而して其の焦鮎比の大なるこεを考へれば忍耐使用に當っては十分に使用
し得tであらう事は確かである．既に記した一の例外を除いては何れの鏡
も端に立て掛けて何等轡曲の徴候を見なかつfこ・一九二四年目行った試験
は軍に豫備的性質の積りで行ったものであって，後日再び二二得べくんば｝
Hartmannの方法によって一品精密な試験の行はれんこミが望ましいので
ある．
　　　　　　　　4．準　　面　　鏡
　井面鏡はその藪全部で三十個ある．その直径，55吋より3．1吋に至るもの
である．大部分はぴったりミ合ふ員罫線のカバーを有してみるので磨は良
好な歌態を保ってるる．是等は七二又は十二望遠鏡に使用する積りであっ
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た爲に大概は夫々の短径を二つの標準の大きさ師ち1．1吋或はL．5吋の何れ
かに合せて作ってあみ．而してその表面の精密な試験は未だ行はなかっtc
のであるが，されか一個を實地使用し7こ歌態の成績によって大話の晶晶は
つくであらう．晶晶ん盲全部の二面鏡はその光學的表面の角のミころは別
εして中島の刊記打犬に躊回してある從って非常に重くはなってみるが取回
の方法を簡軍にし且つ表面の歪を防ぎ得る．
5．接　　眼　　鏡
　接眼鏡は完全なものが四十八個あり他に六個許りのフアインダーミ測微
・器がある．此の中の若干は門下製マウント他は木製であって多分Hersche1
の兄弟のAJexanderが製作したものであらう．彼はスローで製作された望
遠鏡の純機械部分を多く作った様であみ．そして當時使はれた旋盤は完全
に保存され現今猶使用し得る．
　接眼鏡の組立は非常に門下なもので一般に繰旋で嵌め合せた二つの部分
から出來その簡に繭凸の輩レンズを一個入れである．レンズほ接合剤を用
ひるか又は他の方法で固著せす多く適當な大きさの丸い凹みを作りその中
心に保持されてある．Herschelは人もtliifiる如く非常に軍レンズの接眼鏡を
愛好しf．そして（唯一の例外はあるが）彼の器械には一個ミしてHuygens
型、Ramsden型叉は他のvンズを組合せた型のものはない・彼が實際に接
眼鏡に用ひナこレンズを全部自分で作つナこか否かミいふ事は鯨り明白な事で
はないが少くεも其の中の若干はこれを見れば明なる如く二時の普通のV
ンズ商からは殆ん汐得るこεの出営なかっただらうε思はれる種類のもの
である．
　彼の七沢望遠鏡の一つに1000倍から6000倍までの倍奉を用ひたミいふ．
Herschelの主張は或る種の論雫の主眼罰であったが是れは今迄多く，信ぜ
られなかったのである．それ故に此の檬な倍率を出し得た接眼鏡を心際に
彼が持ってる九か否かミいふ事を知るのは特1ご興味あるこミの襟である．
まこεにほんの僅かな探索によって丁度次の九個の接眼鏡を明かにし此の
総ての疑間を解決するに十分であるこεを得k．此の接眼鏡の焦鮎距離ε
倍奉（Herschelがその七呪望畑町に用ひナこ場合の）は群民な測定をなしだ
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結果次の第二表の如きものであるこεが判っk．
目銀蘭
の特號
（Dis）
（Dl　c」　）
（D：，o）
（D21　k，
（D，，）
（Du・？）
（D，，）
（D，，）
（DtG）
第 二　　表：
焦燥離?
?
麗5
1：1碧5
　0．Olll
倍率
1331
1S52
2242
35，50
3704
3787
44S4
4868
7676
　（D21）の軍一なる球面であるのを例外ミして他は皆完全な形の早手レン
ズである．最も小さな二三のvンズは稻Astigmaticであり又断るものには
表面失透の微候がある．そして大隅は癩微焦黙計に鏡い像を結んだので再
三距離は容易に測定するこミを得ナこ．
　総ての接眼鏡は一・九二四年六月，六吋のWray屈折望遠鏡を用ひて實地
に天艦により試験しずこ．而して（勿論像は朦朧且つ散倒せるが）恒星ミ惑星
の像の認め得らるxこミが判つナこ．（D、・、，）を用ひてすらそのAstigmatismミ
過度の倍率（約10，000倍）に拘らすVegaでは第一干渉環の部分を有する焦
鮎内外圓盤割を示し，叉土星の大州の輪郭を顯はした，然るに覗野は直径
僅かに約20秒に過ぎなかったがために良好な時計仕掛蓮韓の助けなくして
は其の像は殆ん曹機査するこεは無論，覗野の中に保つここすらも出來な
い程であっt．しかもなほHerschelはその高倍率：の観測に於て手動微動
装置の径緯毫の外には何物をも有しなかったミは何たる驚嘆に値するこミ
であらう．
吾入はその最小なるもの酪細砂詮吋級ぶが購細小なる・ンズ
を作るに如何なる方法が用ひられたかSいふ事に就ては少しも知らない．
現今の2粍の油浸系封物レンズすら之れに比較すれば實に大きな不恰好な
ものミしか云へない．若し十八世紀に作られずこ此のHerschelの最高度の
接眼鏡こ同一一一一・のものを作るべく要求されたεき今日の光學家がよく斯の如
きレンズを取扱ひ得るか否かを知るのはまこεに興味あるこミであらう．
6．七駅望蓮台
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　此の七吠望遠鏡は蒐集話中の唯一の完備せる器械である．現在は天文塁
の表山間に置かれてある。そして其の動態は極めて良好で完全に操縦し得
られる．筒ε据附皇は共にマホガニー材を使用し，且つ筒はHerschelの
煮ての中口径望遽鏡のそれの様に八角形の断面をなしてみる．各部の構造
は全部科學博物館にあるものε殆ん♂同一である，反射鏡ミ李面鏡には共
に多くの曇りがあり，反射鏡にはカバーはあっても粗雑なもので鏡を密閉
する底のものではなく，李面鏡は何等カバーを有してみなかった．此の二
つの鏡の大部分の曇はレモン汁で除かれ元通りその反射力の有用な部分を
取り戻し得たのである．
此の酪・蹴鰍朧・沢・細蟹の主鏡嫡から取り外し・・u・・ul・試
験を施しナこ．その結果，鏡面は美しく整一で何等ringのある徴候を見な
かった．各々の帯を測定して極く僅かな程度の負修正であるこミを噌示さ
れた．試験は一定温度の獣態の下に行はれた，それより再び反射鏡を筒に
納め，天罷によって臨地に試験するため望遠鏡を屋外に搬出した．此の時
接眼鏡は之れもHerschel手製の雨凸の軍L・ンズー個を装用したものを用
ひ361催の倍率を得ナニのである．倦て望遠鏡は何等観測をなさす屋外に放
置さるNこミ襲郊全曲，此の警戒を以てしても猫夜間のぐんぐん降下する氣
温の鏡に及ぼす影響は非常に著しいものであった．EPち一定温度の下では
僅かではあるが明かに員修正を現はした鏡形が此の時は鉱物線を通り過出
て僅かな過修正の状態に及んでみるひ三が判った．然るに山添の前後に於
て籏航しナこ星像の中には明確な干渉環を見るこミが出來，同時に焦黙画像
では完全な修正からの些の外れをも指摘し得なかったのである．
　覗野の周園の部分に必然的に生する色ε鮮明度の減失（之等は接眼鏡の
構造に原因する）はさて措き此の望違鏡の完全さは全く讃嘆すべきもので
ある．勿論集光力は曇りの爲に不十分であったが三吋屈折鏡のそれにも劣
らぬが如く，北極星の件昆は容易に見る事が出來，月の詳細も現今の乱れ
ざ同一の章句を有する反射鏡或は屈折鏡で見るE同襟に見事なものであっ
た．金星及び木星も絶妙に判然之れを望むを得叉ArcturUsも干渉環を有
する明謹な圓盤像を現はしナこのであって其の像の良好なるこεは現代の多
くの反射鏡によって生するもの以上であっナこ・
　Herschelの器械が彼の努力によって非常に進歩しナこものであっナこεはい
へ，今日の標準から見れば良好なものεは考へられないだらうミは屡想像
される所である，然し此の様な考へを持ってるる人が若し此の美事な七沢
小望遠鏡を一見したならば必ずや如同なる人でも斯くの如き考へを改める
心になるであらうε思ふ．
